
 

 

 

 

 

 

 

発行日：令和３年１１月 1 日 発行者：葉栗連区地域づくり協議会 

一宮市大毛字南出１２０番地（葉栗出張所内） 電話：28－9001 

★  葉栗小学校区内で特殊詐欺事件が発生！！ ★ 

今年 8 月、葉栗小学校区内で「特殊詐欺事件」が発生しました。 

先月の地域づくりだより第 60 号でもお知らせしましたが、ひとり暮らしの高齢者を狙った電話によ

る特殊詐欺が各地域で発生しています。見知らぬ人からの電話を受けないようにしましょう。 

警察官、市役所職員、百貨店社員、銀行員をかたった振り込め詐欺の被害が出ています。 

不審を持ったら即応せず、家族や親しい方に相談してください。 

一宮警察署生活安全課 
�����0586-24-0110 でも相談を受け付けています。 

《防犯のポイント》 

① 家にいるときでも『留守番電話機能』を活用する。 

② 見知らぬ人に『キャッシュカード』は渡さない。 

③ 『暗証番号』は教えない。 

④ 『還付金』は、直接 ATM（現金自動受払機）では受け取れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 4 日（土）島文楽公演の事前予約日は 11 月 26 日（金）9：00～12：00 葉栗公民館 

地域づくり協議会だより ６１号 

令和３年１１月 
 



☆ 葉栗連区民生児童委員協議会が自主講演会を開催 ☆ 

9 月 2８日、大毛御申塚の金嶺寺本堂において、

「民生児童委員と人権」をテーマに葉栗連区民生児

童委員協議会の自主講演会が開催されました。講師

に部落解放同盟愛知県連合会の山崎鈴子書記長を

招き、連区民生児童委員 27 名と一宮市地域包括支

援センター・コムネックスみづほから 3 名の方が参

加され、参加者はメモを取るなど講師の話に熱心に

聞き入っていました。 

 講演では、新型コロナウイルス・ワクチン接種予

約に関連して、「社会的に困難な状況にある人（高齢

者・障がい者・外国人など）に情報が届きにくく、

予約しづらかった現実の中で、役立ったのは地域の情報発信力、地域の助け合いだった」ことや、民生

児童委員の人権研修の目的・意義などについて講演されました。 

世界人権宣言は、昭和 23 年（1948）12 月 10 日、国連第 3 回総会で採択されました。 

第 1 条に『すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等であ

る。人間は、理性と良心とを授けられており、互いに同胞の精神をもって行動しなければならない。』 

とあります。高齢者、障がい者、外国人だとして差別することは良いことではありません。 

 今後も葉栗連区内において「いじめ」「差別」のない住みよい地域を維持していきたいと思います。 

 

木曽川堤（サクラ）は、一宮市北方町から江南市草井町まで約９km にわたり木曽川堤防上に植えられ

た桜並木です。この堤防に最初に桜が植樹されたのは明治１８年（1885）にさかのぼります。 

前年の洪水により崩落した御囲堤の再建に

際し、当時の愛知県知事の呼びかけで、地元

有志が苗木を持ち寄り約１８００本のエドヒ

ガン、シダレザクラと共に少数のヤマザクラ

が植樹されたもので、ソメイヨシノを植樹し

ない点が日本各地の桜並木に対して特徴があ

ります。 

昭和２年（1927）8 月 11 日に『木曽川

堤（サクラ）』として国の名勝・天然記念物に

指定されました。 

その後、交通環境の変化や桜自体の高齢化

等による衰弱により、平成 13 年 1 月には桜の本数 417 本まで減少し、同年 10 月に市制 80 周年の

記念事業として二世桜 543 本を植樹しました。 

しかし、土壌の変化、風水害により平成 30 年 6 月現在 714 本までに減少しています。 

138 タワーパークでは毎年３月下旬から４月上旬に「一宮桜まつり」が開催され、家族連れやグルー

プなど多くの来場者でにぎわっています。 

光明寺緑地保全会では、一宮市観光協会の協力により、町会長を中心として肥料散布をしていますが、

樹齢１３０年を越す桜もあり、今後葉栗連区としても名勝・天然記念物であり貴重な文化財である『木

曽川堤（サクラ）』の保全について考えていきたいと思います。（文献参照：文化財ナビ愛知）     


